（定例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　　小川　　）

	山（山域・ルート）
八ヶ岳　硫黄岳・横岳


【日時】　2006年1月7日（土）～2006年1月8日（日）（1泊2日）
【メンバー】　Ｌ阿部、Ｆ、東川、ＳＳ、伊藤、平野、小川　　（計　７名）
【行動記録】
　1/7　大宮(7:00)－国立IC(8:40)－諏訪南IC(10:40)－赤岳山荘P(11:10)－身支度、
　　　 昼食－出発(12:25)－赤岳鉱泉(14:40)
　1/8　赤岳鉱泉(7:30)－赤石の頭(9:06)－硫黄岳(9:48－10:00)－硫黄山荘(10:20)－
　　　 (引き返し)－硫黄山荘－赤石の頭(12:10)－赤岳鉱泉(13:15－14:10)－赤岳山荘
　　　 (15:25)
【装備・食料等】
　(共同)　ツエルト(3個)、ザイル(8mm×30m・1本)、トランシーバー、ビーコン
　(個人)　雨具、水筒、ヘッドランプ、ザックカバー、行動食、防寒着、目出帽、帽子、
　　　　　手袋、ピッケル、アイゼン(12本爪)、地図、サングラス、胴綱、
　　　　　シュリンゲ、カラビナ、ワカン、ゴーグル、ストック
【感想】　12本爪のアイゼンが必要な本格的な雪山に、初めての雪山への期待と寒さ
に対する不安を抱きながら参加しました。赤岳山荘からアイゼンを付けて出発し、出
発する時は日が照っていて歩いていると暑くなるかと思いましたが、丁度良い具合に
歩けました。それでも、少し休憩すると途端に寒さを感じてきました。途中から少し
雪が降ってきて、雨具を着て間もなく赤岳鉱泉に到着。赤岳鉱泉では人工の氷壁があ
り、アイスクライミングの練習をしている人がいましたが、雪が降ってきていたので
我々は翌日の天気を気にしながら山荘で宴会モード。
　翌日、山荘にあった寒暖計は気温－14℃を示していましたが、空は明るく天気は良
くなりそうな気配。樹林帯では風もなく、時おり日が差し込み快適に歩け、樹氷が大
変綺麗だったのが印象に残っています。樹林帯を超えると徐々に風が強くなり、赤石
の頭で目出帽を付けましたが段々顔の皮膚が痛くなり、手も痺れてきて風に体温を奪
われていることを痛感しました。硫黄岳の山頂はわりと広く記念撮影。一部のメンバ
ーで横岳を目指して出発しましたが、硫黄山荘からしばらく横岳へ歩いた当たりで、
風が強くなるなど条件が悪くなってきたので、引き返して硫黄岳を経て下山しました。






